音楽科　本時の学習指導案
日　時　2020年７月７日（金）　５校時
授業者　下門　健吾
１　単元名：曲の構成に注目して曲想の変化を味わおう
　教材名：交響曲第5番　ハ短調　／　ベートーヴェン
２　単元で育成したい資質・能力

（１）交響曲第5番のよさや美しさ、面白さをもたらすものとして交響曲第5番を構成する主たる音楽的諸要素（動機の反復と変化、ソナタ形式等）を理解する力
　　（２）動機や主題の反復と変化やソナタ形式等について知覚・感受したことと、作曲家の思いを結び付けて、解釈したり価値を考えたりしながら根拠をもって批評するなどして、音楽のよさや美しさを味わって聴く力
　　（３）動機や主題の反復や変化、ソナタ形式の特徴や作曲者の思いと曲想とのかかわりに関心をもち、鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら音楽のよさや美しさを味わって聴く学習に主体的に取り組む態度
３　教材について

　　本教材は、ベートーヴェンが生涯で作曲した９つある交響曲のひとつである。1803年に作曲を始め、5年近くの歳月をかけて完成された。曲の冒頭部分の「ダダダダーン」という動機は特に有名で、生徒たちも一度は耳にしたことがある旋律だろう。本教材は「ダダダダーン」という「動機」を様々な形に変化させながら繰り返し使うことによって楽曲全体が構成されている。また本単元で主に扱う第1楽章は３つの部分から成るソナタ形式で書かれており、動機の反復や変化と、ソナタ形式を理解させ、それによる特質や雰囲気を感受させたい。また、ベートーヴェンは26歳ころから耳の病に苦しんだ末に1802年に「遺書」を残している。その遺書を生徒に読ませることでベートーヴェンの「苦悩の闘いと、それを乗り越えていく激しく力強いエネルギー」を音楽から感じ取らせたい。それにより「人と音楽（音楽のある意味）」について自分なりに解釈しながら楽曲を味わう力を育てたい。
４　生徒の実態

　　本学級の生徒は、2年前に『ジョーズ』や『魔王（シューベルト作曲）』の鑑賞を通して、「強弱」や「旋律」、「音色」といった共通事項をもとに音楽の要素や要素同士の関わりによって変化する曲想について学習している。また昨年度は『フーガト短調』の主題が追いかけるように出てくることや旋律が重なっていくことに注目して聴き、フーガの特徴について理解しその味わいを伝え合う学習を行った。また、今年度初め（6月）に『コロナ禍の音楽と音楽家』について鑑賞の学習を2時間行っており、人と音楽、生活や社会と音楽について、自分なりに考えている。そこで本単元では、動機を様々に変化させ構成された本教材の魅力やベートーヴェンの人生や思いを、彼の音楽から感じ取らせたい。
５　本時の授業構造（鑑賞の授業）　　　　３時間配当の　　１時間目　　
	1年
	『ジョーズ』や『魔王（シューベルト作曲）』の鑑賞を通して、「強弱」や「旋律」、「音色」といった共通事項をもとに音楽の要素や要素同士の関わりによって変化する曲想について学習している。

	2年
	『フーガト短調』の鑑賞を通して、主題が追いかけるように出てくることや旋律が重なっていくことに注目して聴き、フーガの特徴について理解しその味わいを伝え合う学習を行っている。またパイプオルガンの響きや、教会のための音楽としての学習を通して、人々の生活や社会と音楽とのつながりについて自分なりに考えた。

	3年
	①『コロナ禍の音楽と音楽家』について鑑賞の学習を2時間行っており、人と音楽、生活や社会と音楽について、またこの世界に「音楽がある意味」について、自分なりに考えている最中である。

	
	②【本時】約200年前に書かれたベートーヴェンの音楽から、音楽的な特徴とその曲想との関係や、その人生や思いと音楽とのつながりを自分なりに解釈し価値づけながら味わって聴く力を身に付けさせたい。


６　本時のねらい【第1時】
　動機が反復・変化し発展することにより楽曲がつくられていることを理解し、それにより醸し出される雰囲気の変化を感じ取って聴いている。
　
７　本時のみどころ
　動機が様々なかたちで何度もあらわれることで曲がつくられていることを、仲間と確認しながら、音を介して理解していく学習の流れ（＝学習苦手群への手立て）
８　本時の学習活動
	
	学習の流れと生徒の活動
	【評価の観点】
生徒の姿〔評価方法〕

	　
	・『交響曲第5番ハ短調より第1楽章』鑑賞し、曲を聴いて感じたことを共有する

・作曲者と曲名について確認する
・動機について知る
「この曲で、最も印象に残るフレーズは？」（ダダダダーン）
・動機の説明（リズムをたたいて、動機を理解していく）
音楽から動機を探す（聴き取る）（ペア）
・動機が曲のどこに、どのような形で出てくるかに着目して聴く
・動機が出てきたら手を挙げる活動を行う

音楽を流したり止めたりを何度か繰り返しながら、動機を近くの仲間と確認。

何回か生徒へ問い返し、やりとりをして、動機の反復と変化を全体で聴き取っていく。

　※動機を聴き取れているかどうか、ペアで確認しながら進める（苦手群への手立て）
・最後に、第2主題の手前まで、動機が1回あらわれるにつき1枚の付箋を教師が黒板に貼り視覚化することで、動機の反復を共有していく。（苦手群への手立て）
・第２主題の背後に隠れるようにして出てくる動機についてもペアで確認しながら聴き取っていく。
動機のあらわれ方の違いによる雰囲気の変化を感じ取る（自分にとっての音楽）
・『交響曲第5番』鑑賞（観賞用教材CDを使用する）

ある程度「動機の確認」が出来たら、次は「雰囲気の変化」に着目して聴くよう伝える。提示部（第1主題、第2主題）、展開部（特に始めあたり）、再現部（特に始めあたり）など、「まとまりごと」または「雰囲気がかわるところ」を黒板に生徒とのやりとりにおける生徒の発言を板書していく。おおまかな時間軸で雰囲気を感じとり、その時の動機のあらわれ方について見ていく。
・数名の生徒の感受を全体で共有した後に、もう一度全員で交響曲第5番を聴きなおす。

・まとめ　『交響曲第5番（1楽章）』の特徴をまとめる
　生徒同士で「動機」という言葉を使って互いに説明させた後に、教師がまとめを板書。

〈ベートーヴェンは「ダダダダーン」というたったひとつの動機を、様々な形に変化させながら、様々なあらわれ方で何度も反復して使うことでこの曲を創り上げている〉
・鑑賞『交響曲第5番ハ短調より1楽章』
・ふり返り（第1時のアウトプット）
　問い：たった一つの動機が様々な形に変化し、様々なあらわれ方で何度も何度も反復して出てくることで生み出されている、この曲の面白さ・すごさって何だろう？
	【主体的に学習に取り組む態度】
第5番の動機のあらわれ方に関心を持って聴き、知覚したことや感受したことを他者と対話しながら探っている。〔観察・ワークシート〕
【思考・判断・表現】の土台となる知覚・感受
動機が反復・変化して出てくることを知覚している。（苦手群のみとり）〔観察〕
【思考・判断・表現】の土台となる知覚・感受
動機の反復・変化や、あらわれ方の違いによる雰囲気の違いを感受している。（苦手群のみとり）〔観察・ワークシート〕
【知識・技能】

動機が反復・変化して出てくることで曲が構成されていることを理解している。〔ワークシート〕
【主体的に学習に取り組む態度】
一つの動機がどのように反復・変化しているかを知覚し、それによって生み出される曲想の変化について感受したことを踏まえて、第1楽章に関心を向けて聴いたり、言葉にしたりしている。〔観察・ワークシート〕


９　期待する解（姿）（生徒の言葉で表現）
交響曲第5番第1楽章は、「ダダダダーン」というたったひとつの動機を変化させながら反復してつくられている。特に動機が連続で使われているところは、何かどうしても伝えたいことがあって、聴いている人に対して強く何かを訴えてくる感じがした。
本時のねらい【第２時】
　音楽から知覚・感受したことをもとにソナタ形式について理解し、ハイリゲンシュタットの遺書から当時のベートーヴェンの苦悩や複雑な心情を知り、動機の反復や変化と曲想やベートーヴェンの思いとを自分なりに結び付け、解釈しながら聴いている。
本時の学習活動
	
	学習の流れと生徒の活動
	【評価の観点】
生徒の姿〔評価方法〕

	　
	・前時のふり返り（生徒の記述内容を全体で共有）
「たった一つの動機が様々な形に変化し、様々なあらわれ方で何度も何度も反復して出てくることで生み出されている、この曲の面白さ・すごさって何だろう？」

・映像視聴
動機の反復や様々なあらわれ方を視覚的にも再認識させる。（苦手群への支援）
・本時の流れを確認（見通しをもたせる）
ソナタ形式について知覚・感受する（今の自分にとっての交響曲第5番）
・形式について考える。昨年度の「フーガ」に触れ、交響曲第5番は「フーガ」とは違うことを押さえる。
・ソナタ形式について
　音楽を聴きながら、ソナタ形式について理解していく。
　雰囲気が変わったと感じたところで手をあげてもらい、その部分についての音楽用語（第１主題等）とつなげていく。提示部（第1主題、第２主題）、展開部、再現部、コーダなどのまとまりで、その都度、感受したことを問いかけながらメモさせていく。※音楽による雰囲気の変化を感受させてから用語を説明する。
・この曲におけるソナタ形式の特徴によって感受した自分なりのストーリーを、生徒の記述内容から紹介する。（＝今の自分にとっての交響曲第5番）

ベートーヴェンの人生や思いと音楽とのつながりを知覚・感受したことから解釈する（ベートーヴェンの人生や思いと交響曲第5番）
・ベートーヴェンについて知っていることを生徒同士で交流
・「ハイリゲンシュタットの遺書」を読む。（個人）
　遺書に込められた思いと、それから5年間をかけてこの曲を完成させていることを知る。
・「ハイリゲンシュタットの遺書」を読み、感じた事を近くの仲間と交流した後、個人でベートーヴェンの人生に思いを馳せる。
発問「あなたが考えるベートーヴェンのすごさって何ですか？」
「このお手紙を読んだ後に、この曲を聴くと、どんなことを感じるかな？」
ベートーヴェンの人生や思いとソナタ形式の特徴とを関連付けて解釈する

振り返り（鑑賞『交響曲第5番ハ短調より1楽章』）
・「ハイリゲンシュタットの遺書」と、音楽の構造と曲想とのつながりを考える。
問い「ベートーヴェンの人生や思いと〔第１楽章〕とのつながりについて、授業を通してあなたが感受した音楽の雰囲気や、ソナタ形式の特徴と関連付けて書きなさい」
互いに交流しながら考えさせ、最終的には個人でアウトプットさせる。
	【主体的に学習に取り組む態度】
音楽のまとまりと曲想の変化について知覚・感受したことを自分なりの言葉であらわそうとしている。〔観察・ワークシート〕
【思考・判断・表現】
音楽のまとまりごとに知覚・感受したこととソナタ形式の特徴を結び付けて、自分なりに解釈しながら聴いている。〔ワークシート〕
【知識・技能】
音楽を形づくっている要素や構造、作曲家の思いと曲想との関わりを理解している。〔ワークシート〕
【思考力・判断力・表現力】
音楽を形づくっている要素や構造、作曲家の思いと曲想との関わりの理解を踏まえて、この曲を解釈したり価値を考えたりしながら聴いている。〔ワークシート〕


期待する解（姿）（生徒の言葉で表現）
　何度も出てくる動機から、ベートーヴェンの耳が聴こえないことへの苦しみを感じた。また提示部の主題で苦しい思いを表現し、展開部では少し精神的にも弱っている様子が感じられ、再現部でもう一度最初の主題が現れることで、苦しみから逃れられないベートーヴェンの訴えが強くなったことを感じた。
本時のねらい【第３時】
　第1楽章と第4楽章を聴き比べ、その曲想の変化から、ベートーヴェンの「苦悩の闘いと、それを乗り越えていこうとする激しく力強いエネルギーや決意」を感じ取り、ベートーヴェンの人生の中から生み出された交響曲第5番を味わって聴いている。また、200年もの間現在まで人々に親しまれている理由を知覚・感受たことをもとに考え、自分なりにこの音楽の価値を見出している。
本時の学習活動
	
	学習の流れと生徒の活動
	【評価の観点】
生徒の姿〔評価方法〕

	　
	現時点で考えるこの曲の魅力について、意見交流
　数名の意見を共有
　「どうしてそこが魅力なの？」「どんなこと感じるの？」と問い返し、その都度生徒の意見を価値づけ、理解を深めていく。
　「どうして200年もの長い期間にわたって、親しまれ続けているのだろう？」
第4楽章の冒頭を聴き雰囲気を感じ取り、人や社会と音楽について考える
・「どんな気持ちになる？」「どんな情景が思い浮かぶ？」
数名の意見を全体で共有
・交響曲第5番の4楽章であることを知る。
・「ベートーヴェンの思いとして、4楽章ではどのような思いになっているだろう？」「また、4楽章を聴いた人々は、どんな思いになるんだろう？」
鑑賞（映像視聴）『交響曲第5番ハ短調』1楽章・4楽章
（カラヤン指揮ベルリンフィルハーモニー交響楽団1972年）
交響曲第5番の紹介文を書いて、この曲の魅力（おもしろさやすごさ等）を担任の先生に伝える
・考える視点を共有
①自分にとってのこの音楽の魅力　
②社会の中の音楽としての価値づけ
・評価基準を共有する
・批評文（紹介文）を書く。
	【知識・技能】
音楽を形づくっている要素や構造や作曲家の思いと曲想との関わりを理解している〔ワークシート〕
【思考・判断・表現】
音楽を形づくっている要素や構造、作曲家の思いと曲想との関わりの理解を踏まえて、解釈したり価値を考えたりしながら根拠をもって批評するなどして、音楽のよさや美しさを味わって聴いている。〔ワークシート〕
【主体的に学習に取り組む態度】

動機や主題の反復や変化、ソナタ形式の特徴や作曲者の思いと曲想とのかかわりに関心をもって、交響曲第5番のよさや美しさ、面白さを味わい、その味わいを他者に伝えようと、学んだことを生かして批評文を書いている。〔観察・ワークシート〕


